
o一ニトロ7エノールの分解度試験成績報告書

　　　分子式　　C・H・NO書

　　　構造式　　　　　　　　　　　OH

　　　　　　　　　ゆN隻

　　　性状純度998多（（｝Cによるン

　　　　　　　　組　成　他成分　水分ロ．06チ

　　　　　　　　凝固点　44．6℃

　　　　　　　　比重～66（20℃）

　　　　　　　　溶　解　熱水に可溶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

鴛難三卜…一一一

　51　試験装置，

　　　　酸素消費量自動測定機

　52　酸素消費量測定

　　　　3．1の記録による

1．試験期間　　昭和51年9月6日～昭和5て年11月9日

2　試　料　名　　　o一ニトロフェノール（試料痘K－251）

5．　試験方法及び条件

3．5　生分解試験後の直接定量法

　　使用分析機器

　　　全有機炭素分析計

　　　紫外可視自記分光光度計

　　分析試料の前処理

　　　　　　　　　　試　　　液一

　　　　　　　　　　　　　・ろ過（慮5Cろ紙）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　　　　　　　　　←ソ胃ダライム皿励ソーダライム

　　　　　　1

　　　　　　』中和（塩酸）　　●：pH調整
　　　＿、．」＿．＿　二＿」＿．．一

　　　巨r至聖動吸璽攣．1

　　生分解試験中供試物質がソーダライムに吸着し黄色く左つ

　た。そこで’供試物質を回収するためソーダライムを洗いこみp

　：pH講璽後直接定量用の試料とした。

　　全有機炭素分析計（TO6計）

　　　流速　TC回路　200ml／min

　　　温度　TC炉　　900℃

　　紫外可視自記分光光度計（吸光光度計）

　　　波長250nm～570皿
　　　スリット幅　　．　4㎜

　　　使用セル　　石英セル10mm
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（c）分析条件



4．試験結果

分解度（％） 付　．園 付　　　表

酸素消費量による結果
「　　0

1
一

　TOC計による結果 3．5 2 1

吸光光度計による結果 4．5 5 2

5．備　　考

　a）供試物質は水溶液の坦の変化によりU▽パターンに変動が

　　あるため安定したuvパターンを得るためpHをアルカリ性に

　　調整した。

　　　なむ、UV分析にかける坦は次のとむりであった。
　　　基礎呼吸1t。，汚泥系臨窟採1エ2，1エ2

　b）　供試物質は水系，汚泥系共に溶解したが液は黄色く．左つた。

　c）　クーロメ一夕ー取出し時、水系，汚泥系共液は黄色であっ

　　たが汚泥系の方が黄色が濃かった。

d）　クーロメ一夕ー取出し時の坦は基礎呼吸ス0，汚泥系68，

　　68、水系丘2，6．0であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上


